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豊橋みなとフェスティバル２０１４

液状化の仕組みの実験中

７月２５日（金）、渡し場かもめ会が主催する「衣浦の海の環境教室」が開催され、小学生とその保護者１７

名が参加されました。本イベントは、子供達に海の環境への理解を深めてもらい、自然を守ろうという意識を

持ってもらうことを目的に行われています。

イベントでは２グループに分かれ、当事務所の所有する港湾業務艇「しおさい」、「富士丸」を使用し、衣浦

港内において船上で水質調査を行い、また採取した海水を持ち帰り簡易的な水質測定を行いました。

７月２１日、海の日にポートインフォメーションセンター「カモメリア」周辺一帯やライフポートとよはしな

どで「豊橋みなとフェスティバル２０１４」が開催されました。このイベントは市民に広く港に親しんでもらい、

港の役割や重要性について理解を深めてもらうことを目的に、毎年海の日に開催されているイベントです。

今年は三河港が重要港湾に指定されて５０周年となるのを記念して例年以上に規模が大きく、帆船「オーシャ

ンプリンセス」による三河港クルーズや東京海洋大学客員准教授のさかなクンによるトークショーなど、多彩な

イベントが開催され、多くの家族連れでにぎわいました。

当事務所もブースを出展し、東日本大震災を風化させない取り組みとして震災時の様子、国土交通省の対応を

紹介するパネル展示やビデオ放映を行いました。また、地震によって起きる津波や液状化の仕組みを分かりやす

く知っていただくために模型を使った津波実験と液状化実験も併せて行いました。来場者の方からは今回の実験

を体験することによって、津波や液状化の仕組みがよく理解できたのと同時に、改めて地震の怖さを感じたとい

う感想も聞かれました。

衣浦の海の環境教室

水質測定後は、衣浦の海の環境につい

て解説を行いました。参加した子供たち

は、海の環境がどんな状態なのか、どう

すればよくなるのかを一生懸命考えてい

ました。

（左）船上での水質調査
（右）環境についての解説

当事務所ブースを見学する佐原豊橋市長ミスみなとの御三方
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰

海底地形探査装置の取付・操作訓練

中部地方整備局では、海をきれいにするための奉仕活動に貢献された団体・個人の方を対象に、毎年度表彰

しています。今年度は、中部地方整備局長表彰を赤羽根小学校が受賞され、三河港湾事務所長表彰を西尾信用

金庫、野田小学校がそれぞれ受賞されました。

受賞した各団体は長年にわたって地元近辺の海岸で清掃活動を行っていることから、海を大切にする心を啓

発するとともに自然を守り続けるという意識を高く評価するものです。当日には各団体のこれまでの功績をた

たえ、当事務所長の鈴木より表彰状が授与されました。

三河港湾ぎゃらりー三河港湾ぎゃらりー

8/7 野田小

探査装置取付訓練中

地震や津波などの災害時には、流木やコンテナ

等が港内まで流れ込み、海底に沈んでしまうこと

があります。もし海底に障害物がある場合、災害

後に緊急物資を積んだ船舶がスムーズに航行でき

ず、早期復興に支障をきたす可能性があります。

そのため、海底地形探査装置（以下、探査装置）

などの測量機械を使用して、航路内の海底に障害

物があるかを探査することにより、船舶の安全な

交通を確保する必要があります。

8/4 赤羽根小 8/5 西尾信用金庫

※海底地形探査装置 ：海底に向けて発射された複数の音波が海底にぶつかって跳ね返ってくるまでの時間を測り、

（マルチビーム音響測深機）水深を計算することによって海底地形を面的に把握することができる装置

あさもや

そこで当事務所では8月20日に、災害後に職員で航路内の海底を素早く探査できる

よう探査装置の取付・操作訓練を行いました。当日は港湾業務艇「しおさい」に探査

装置を取り付けた後、実際に航路内で海底探査を行いました。訓練は今回で2回目ということもあり、前回の半

分の時間で取り付けが完了し、素早く海底を探査することができました。今後も災害後の迅速な対応ができるよ

う、訓練に取り組んでいきます。


